
２F観光コーナーに  北東北三県 図書ライブラリー（北東北発見文庫）も 

開館しております。どうぞご利用下さいませ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賢治が愛した「牧場の標本」の中で咲く名桜 
 
青空に映える残雪の岩手山を背に、ゆったりと枝を広げるエドヒガン。 
この一度目にしたら忘れられない春の絶景こそ、小岩井農場の一本桜です。 
岩手山の南麓に広がる約3,000ヘクタールもの面積を持つこの小岩井農場 

は、自然の中で動物達とのふれあいや開拓時代の風情を感じることのできる 
スポットとして知られます。かの宮沢賢治もこの牧歌的な光景を「牧場の標本」 
と詠い、花巻濃学校教諭時代には「小岩井農場」という長編詩を書き残しました。  

宮沢賢治が愛した地に立つ一本の桜。はっきりとした樹齢は不明ですが、 
現在は牧草地であるその場所がまだ放牧地だった１００年ほど前に、暑さの苦手 

な牛を強い夏の日差しから守る日陰樹
ひいんじゅ

として植えられたものではないかという。 

その為、約３０年前に広域農道が通るまでは、牛の世話をする人だけが知る存 

在でしたが、今ではその雄大な眺めに魅了される人が増え、平成１９年４月から 
始まる岩手を舞台にしたＮＨＫの朝の連続ドラマ「どんど晴れ」の舞台のロケ 
も行われました。 
 

開花/4月下旬～５月初旬（その年によって開花時期が多少異なります） 
※開花の問い合わせ先：雫石町観光案内センター ☎ 019-692-5138 
 小岩井農場まきば園 ☎ 019-692-4321 

 

 

『由利本荘ひな街道』開催中 
～悠久の微笑みをたたえる由利のおひなさまに逢いに来てください ～ 

  

その昔、由利本荘市には本荘藩、亀田藩、矢島藩と３つの藩が存在しました。 

市内の５つの資料館等では、藩主ゆかりのものや、商家や地域に伝えられた享保雛、古今雛、土人形など古くか

ら由利に伝わる趣のあるお雛様を展示しています。はるか昔から変わらぬ微笑みをご堪能ください。 

 ＜４月２０日（金）まで＞ 
  ◎亀田城佐藤八十八美術館  ☎ ０１８４－７４－２５００ 

  ◎岩城歴史民俗資料館    ☎ ０１８４－７２－２０４８ 
   ◎出羽伝承館        ☎ ０１８４－６２－０５０５ 

 ＜５月６日（日）まで＞ 
   ◎本荘郷土資料館      ☎ ０１８４－２４－３５７０ 

   ◎矢島郷土文化保存伝習施設 ☎ ０１８４－５６－２２０３ 

     ※ 詳しくは各施設にお問い合わせください。   

                          

 

【初めての青森】 
 

2 月初旬、初めて青森に行ってきました。初心者の私にとって飛行機上空から見る青森の雪景色に魅了され

つつ、まずは青森県立美術館へ。近代的なこの美術館には巨大な背景画シャガールのバレエ[アレコ]が展示。観

るものを圧倒します。次に八甲田ではロープウェーに乗って頂上へ。想像できないほどの猛吹雪の中“樹氷”

を見物。大阪では味わえない雪の感触に一人大はしゃぎでした。そして天気に恵まれた十和田湖では、湖上遊

覧船に乗り 50 分の優雅な船旅へ。青森の大自然を満喫しました。青森初心者にとってお勧めなのが、古牧温

泉・古牧第 2グランドホテル内にある青森体感レストランみちのく祭りや。ここでは青森のお祭りから郷土料

理、そして温泉までも楽しめるので、青森を一気に味わえます。これから青森は遅い春を迎えますが、冬と春

を同時に体験したい方はぜひ青森へ。 

 
 

 

きた東北クイズ 

応 募 用 紙 

3 月 クイズの答え 

    
必要事項を記入の上、２階「観光

案内フロア」に設置の応募ボック

スにご投函下さい。 

お名前               

電話番号（   ）   ―     

住所 
 

                   
※ご当選の場合は、賞品の発送と同時に、

１階物産ｺｰﾅｰと２階観光ｺｰﾅｰに当選者

名を掲示させて頂きます。 
 

※記載の個人情報は、きた東北クイズ以外

の目的には使用致しません。厳重に保管

し、抽選後廃棄処分致します。 


